
 

ここでは，本時（第３時）に行った「国語の関心・意欲・態度」①の評価の実際について，生

徒の作品なども例示しながら述べる。 

本単元の評価は，次の表１のような計画で行った。（     囲みの部分は本時の評価） 

 

表１ 単元「故事成語と自分の生活を結び付けて考えよう」における評価計画 

観点 

時間 

国語への 

関心・意欲・態度① 

言語についての 

知識・理解・技能① 

言語についての 

知識・理解・技能② 

１  

○
【ワークシート①】 

【学習計画表】 

 

２   
○ 

【ワークシート②】 

３ 

○ 
【ワークシート③】 

【観察】 

  

４ 

○ 
【ワークシート⑤】 

【観察】 

○
【ワークシート④】 

【観察】 

 

５   

○ 
【ワークシート⑤】 

【評価表】 

【学習計画表】 

総括 

※第３時と第４時の評価結果が順

に「Ａ，Ｂ」「Ｂ,Ａ」「Ｂ，Ｃ」

「Ｃ，Ｂ」の場合は，学習の深

まりや向上を考慮して，第４時

の結果を単元の評価とする。 

なお，「Ａ,Ｃ」「Ｃ,Ａ」の場合

は「Ｂ」とする。 

 

※第１時と第４時の評価結果が順

に「Ａ，Ｂ」「Ｂ,Ａ」「Ｂ，Ｃ」

「Ｃ，Ｂ」の場合は，学習の深

まりや向上を考慮して，第４時

の結果を単元の評価とする。 

なお，「Ａ,Ｃ」「Ｃ,Ａ」の場合

は「Ｂ」とする。 

 

※第２時と第５時の評価結果が順

に「Ａ，Ｂ」「Ｂ,Ａ」「Ｂ，Ｃ」

「Ｃ，Ｂ」の場合は，学習の深

まりや向上を考慮して，第５時

の結果を単元の評価とする。 

なお，「Ａ,Ｃ」「Ｃ,Ａ」の場合

は「Ｂ」とする。 

 

※単元の評価は①と②の両方が（Ａ）の場合を（Ａ），両方が（Ｃ）

の場合を（Ｃ）とし，それ以外は（Ｂ）とする。 
 

 

第３時の［国語への関心・意欲・態度］①の評価の実際（表１の     囲みの部分） 

 ［国語への関心・意欲・態度］①「故事成語の基になった漢文に表現された内容に関心をもち，

故事成語の意味に合う日常生活の出来事と結び付けて考えようとしている」については，第３時

と第４時に評価を行った。 



このうち，第３時は，日常生活を振り返り，矛盾の意味に合う出来事について起承転結の構成

に沿った文章や４コマ漫画をかいて交流する場面で，ワークシート③の記述とその後の交流の様

子の観察により評価を行った。 

指導に当たっては，第２時に作成した４コマ漫画を見せながら，場面を４つに分けることやセ

リフを自分なりの言葉で書き入れることを確認し，指導者が作成した作品モデルⅠ(図１)及びⅡ

(次頁図２)を電子黒板に投影して解説し，指導者と生徒で評価規準を具体的に共有した。 

まず，指導者の作品モデルⅠ(図１)を提示してワークシート②の４コマ漫画と比較させ，起承

転結の構成について説明するとともに，本時に自分でかく文章や４コマ漫画は，故事成語「矛盾」

の基になった故事の起承転結の構成と必ずしも一致する必要はないことと，故事成語の辞書的な

意味に合う出来事をかくことができれば「おおむね満足できる」状況（Ｂ）であることを確認し

た。 

次に，指導者の作品モデルⅡ(次頁図２)を提示して，故事成語の意味に合う出来事は，文章ま

たは４コマ漫画のどちらかをかけばよいことを伝えた。そして，辞書的な意味に合う出来事をか

くだけでなく，基になった故事から分かる「故事成語の詳しい意味やニュアンス」も含めたもの

になっていれば「十分満足できる」状況（Ａ）であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 指導者の作品モデルⅠ(「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を示す作品例) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 指導者の作品モデルⅡ(「十分満足できる」状況（Ａ）を示す作品例) 

 

第３時の「国語への関心・意欲・態度」①については次のような目安で評価を行った。 

 ［国語への関心・意欲・態度］① 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

○ 故事成語の辞書的な意味に合う出来事を，文章または４コマ漫画

のどちらかにかいている。 

○ 文章または４コマ漫画を読んで，故事成語の意味に合うかどうか

考え，質問をしたり，意見を述べたりしている。  

「十分満足できる」状況（Ａ）

のキーワード 

○ 基になった故事から分かる「故事成語の詳しい意味やニュアンス」

○ 故事の理解に努める意欲的な発言 

「努力を要する」状況（Ｃ）と

判断される生徒への手立て 

→生徒の日常生活から類推して，当てはまるような体験をいくつか例

に挙げて，自分の生活を振り返らせる手掛かりとさせる。  

→直接体験の浮かばない生徒には，生徒のよく知っている物語や漫画

作品などの間接体験を出来事として例に示してかくことを促す。  

 

評価は，ワークシート③の記述を中心に行ったが，その後の交流において，故事と作品との関

連について，質問をしたり意見を述べたりして故事成語の意味に合うとはどういうことか理解を

深めようとしている姿を観察によって捉え，その状況についても補完的に取扱い，評価を行った。 



実際の評価と指導は次のように行った。 

■「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した生徒のワークシート③の記述 

 

図３の生徒は，ワークシート③に「家に帰って二時間勉強をしようと思った」のに，「ずっと

テレビを見てしまい，勉強が二時間も出来なかった」という事実を捉えて，思ったことと実際

の行動が矛盾していることを表現している。この点で「矛盾」という故事成語の意味に合った

文章や４コマ漫画をかいている状況であるが，指導者の作品モデルⅠだけを参考にしてかいて

いることや，実際にかかれた内容と故事との関連が薄くなっていることを併せて考えると，「十

分満足できる」状況（Ａ）のキーワード「故事成語の詳しい意味やニュアンス」を満たしてい

ないと考えられ，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）であると判断した。 

この生徒には，次時に，「つじつまが合わない」という辞書的な意味だけでなく，故事成語の

基になった故事から分かる詳しい意味やニュアンスが分かるようにかくとよいことを助言した。

具体的には，故事の出来事から読み取ることができる「気付かないまま言ったりしたりしたこ

とについて，他の人からつじつまが合わないと指摘されて気付いている」様子を生かして書い

てはどうかという改善策を示して，第４時では，さらによい作品をかいてみたいという意欲を

喚起できるように努めた。このような指導や助言を行うことで，第４時での学習活動において，

故事成語の意味に合う日常生活と結び付けて考え，交流する活動への意欲を高め，本生徒は「十

分満足できる」状況（Ａ）となった。 



■「十分満足できる」状況（Ａ）と評価した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した生徒のワークシートの記述 

 

図４の生徒は，自分が「きらいな野菜いためがでてきた」ときに姉が「好き嫌いせんで食べ

ろ」と言ったにもかかわらず，姉が「きらいな」「じゃがいもだけを残していた」ので，「『好き

嫌いすんな』ていったやん」と自分が指摘すると，姉は「無言でさっていった」という日常生

活の場面を，文章と４コマ漫画でかいている。また，この生徒は，その後の交流活動において

も作品と故事の関連について積極的に質問をしたり，友達からの質問に答えたりしている様子

が見て取れた。したがって，この生徒は，「故事成語の詳しい意味やニュアンス」を生かした文

章と４コマ漫画をかいて，「故事成語の詳しい意味やニュアンス」について交流していると判断

したので，［国語への関心・意欲・態度］①「故事成語の基になった漢文に表現された内容に関

心をもち，故事成語の意味に合う日常生活の出来事と結び付けて考えようとしている」につい

て「十分満足できる」状況（Ａ）であると評価した。 

この生徒の作品については，次時の導入で学級の生徒に紹介し，「矛盾」の故事と日常生活の

出来事の共通点を確かめさせ，「矛盾」の詳しい意味やニュアンスに合った出来事をかいている

作品例であることを理解させた。紹介されたこの生徒は，自信をもって第４時の学習に取り組

み，第４時の学習においても「十分満足できる」状況（Ａ）であった。 

 

 

 



■「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した生徒への対応 

本時の学習において，「努力を要する」状況（Ｃ）となりそうな生徒には，生徒の日常生活か

ら類推して，当てはまるような体験をいくつか例に挙げて，自分の体験を振り返らせる手掛か

りとさせた。また，直接体験の浮かばない生徒には，生徒のよく知っている物語や漫画作品な

どの間接体験を出来事として例に示してかくことを促したりした。 

 

前述したような指導を経ても，最終的に，「努力を要する」状況（Ｃ）と判断される状況にあ

った生徒には，第４時の学習活動において，生徒の日常生活から類推して，体験の浮かびやす

そうな故事成語を選んで，その基になった故事を一緒に読み，生徒の「国語への関心・意欲・

態度」を育てるようにした。そして，故事成語を１つ選んで起承転結の構成に沿った文章や４

コマ漫画をかく活動において，故事成語の基になった故事を十分に読んで日常生活を振り返る

ようにさせ，［国語への関心・意欲・態度］①において，少なくとも「おおむね満足できる」状

況（Ｂ）となるように指導した。 

 

 ■ 観点別評価結果の総括 

 「国語の関心・意欲・態度」①の評価については，第３時と第４時に評価場面を設定してい

る。第３時は，故事成語「矛盾」を日常生活と結び付けながら，故事成語の意味に合う出来事

について起承転結の構成に沿った文章や４コマ漫画をかいて交流する学習活動において評価を

行うこととした。また，第４時は，自分で選んだ故事成語を日常生活と結び付けながら，故事

成語の意味に合う出来事について起承転結の構成に沿った文章や４コマ漫画をかいて交流する

学習活動において評価を行うこととした。 

 

 これらの評価結果を総括する際に，２つの評価結果が異なる場合には，１頁の表１に記した

ように，以下の①，②のようにした。 

 

① 第３時と第４時の評価結果が順に「Ａ，Ｂ」「Ｂ,Ａ」「Ｂ，Ｃ」「Ｃ，Ｂ」となる場合は，

生徒の学習の深まりや向上を考慮して，第４時の結果を単元の評価とする。 

② 第３時と第４時の評価結果が順に「Ａ,Ｃ」「Ｃ,Ａ」の場合は，いずれの場合においても「Ｂ」

とする。 

  

  第３時と第４時は同様な活動であり，第４時では活動の進め方などにより習熟が図られるこ

とと，第４時では自分が選んだ故事成語について活動を進めるため，第３時にも増して意欲が

高まることを期待して，第４時における評価結果をより重視することとした。第３時において

は，記録に残す評価として位置付けているが，同時に，生徒の状況に応じて適切な指導・支援

を行うことで，第４時の学習活動の充実につなげたいとの意図もある。 

  

  このように記録に残す評価を適切に位置付け，確実に評価を進めるとともに，単元を見通し

た形成的な評価とそれに基づく適切な指導を行っていくことが大切である。 


